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水生植物フサモ属の異形葉の発現機構と

その生態的意義（要旨)*
青 木 雅 夫

はじめに

植物は水中生活から陸上生活への適応の過程の中で、 

通道組織をもった維管束植物が分化してきた。この維管 

束植物は陸上の環境だけでなく、再び水中の環境にも適 

応し、水生植物という一群を作っている。このような陸 

上起源の水生植物の中には、同種の植物体で水中と気中 

間の環境変化に対して、気中葉、水中葉、時には浮葉の 

ような多形性を示すものが多い。この多形現象は異形葉 

と呼んでいる。この水生植物の異形葉の研究は、その生 

理、生態学的特性や系統進化を究明する上で極めて重要 

である。

本研究では、フサモ属の植物が水生植物で異形葉を顕 

著に現わす両生植物であることから、この属内の植物の 

フサモ、タチモ、ホザキノフサモを用いて、異形葉の発 

現機構の解明を試みた。

実験及び結果

実験は外的誘因と考えられる環境条件とそれにより植 

物の生理活性や形態を規定する植物ホルモンの両面から 

行った0 培養は0.1劣ハイポネックス

を基本培地として、滅菌した植物の頂 

芽を含む先端部を3cm採り、ろ紙ある 

いは1彩寒天を支持体にして1沈めた。

これを12時間光照射12時間暗黒の20°C 

イン牛ュベータ内で10〜20日間培養し 

た。測定は、展開した葉の葉身の長さ 

と葉先の巾を測り、そ の 比 （ B /A )

を求めた。

その結果、タチモ、フサモは気中葉 

をつけた陸生型を水中で培養すると水 

中葉が展開してくるが、アブサイシン 

酸 (A B A )を含んだ培地で培養する 

と、水中で気中葉が展開することがわ 

かった0 ABAの濃度が増加するに従っ 

て、展開した葉のB /A 比が小さくな

り、 1ppmで気中で野外に生育している気中葉の比とほぼ 

等しくなり、高濃度域では一定となった（図 1 )。また、 

ABAにより誘導された葉の表皮には、気中葉と同様に 

気孔が現われ、その密度は、フサモ、タチモ共に3 ppm 

で最大値を示した（図 2 )。このABAによる気中葉の 

誘導は、陸生型だけでなく、水生型や陸生型を水中に沈 

めて数日培養した後展開した水中葉をもつ個体にABA 

処理をした場合にも同様に起こる0 ホザキノフサモは、 

フサモ属の中で、最も水中に適応した植物であるが、他 

の 2 種と同様に、ABA処理により、気孔のある気中葉 

を水中で誘導することができた。一方、タチモとフサモ 

の培養液の温度を高めて培養すると、ABA処理と同様 

に水中で気中葉が展開する。すなわち、25°C、30°C、35 

でのシリーズを作って培養し、展開した葉の形態をB /  

A比で比較した。温度が高いほど、B /A 比は小さくな 

り、自然状態で気中に生育している葉の値に等しくなっ 

た。

タチモをアルミはくの蓋程度の密閉状態で培養すると、 

気中で水中葉が展開することから、水中葉の形成には、
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図 1 . タ チ モ の 葉 の形態におよぼす ABAの 効 果 （青 木 ，未 発表） 

▼ :タチ モ の 気 中 葉 の B / A 比。 培 養 中 の ABAの濃度が高くな 

るにつれて，B / A 比が小さくなって，気中 葉 の 測 定 に よ り ，別 

に得られた値に近くなっている。
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図 2 . フサモ属のABA処理により展開した葉の上面にあらわれ  

た気孔の密度のABA濃 度 に よ る 変 化 （青木，未発表）

M. v ; フ サ モ ， M . u ; タ チ モ ， M . s ; ホザキノフサモ

物体内の温度降下、水圧による水 

ストレスにより、ABAの合成が 

抑制される。ABAの合成阻害に 

よるABAの減少は、エチレンの 

減少をうながし、これが水中葉形 

成の機構に働いて、水中葉を形成 

する。

逆に水中葉をつけている個体が、 

気中に出たり、水温が上昇した場 

合はエチレンの合成が阻害される 

と同時に、ヱチレンは気中に拡散 

する。この時ABAが合成され、 

このホルモンが気中葉形成の機構 

に働いて、気中葉が形成される。

この機構は、少くとも池の沿岸 

相にみられるフサモ属の植物の生 

態をうまく説明することができる。

気体の植物ホルモンであるエチレンが関与していること 

が予想された。また、アルミはくの蓋による密閉での培 

養実験でも温度による胃が認められた。30°C以上では、 

気中葉が展開したのに対して、25°C以下では水中葉が展 

開したのである0 試験管に0.1劣ハイポネックスを含む 

1浴寒天培地にタチモの頂芽を含む先端部を植え込み、 

シリコンのWキャップをし、各濃度のエチレンを加えて、 

ABA処理#と同様に培養した0 また、エチレン生合成 

の前駆物質である1— アミノシクロプロパンー 1 — カル 

ボン酸 （ A C C )を気中で同様に処理した。その結果、 

エチレンもACCと同様に、葉身が長く、 糸状に全裂し 

て、気孔のない水中葉の形成が促進された。これらは高 

濃度で水中葉の形成を抑制した。植物体中に含まれてい 

るエチレンをBayerらの方法により、ガスクロマトグラ 

フで測定したところ、陸生型には、エチレンが含まれて 

いなかったが、水生型には、わずかにそれが検出された。 

ACCについても抽出を試みたが今回の実験では検出で 

きなかった。

考 察

フサモ属植物を用いて行った水中での気中葉の形成と 

気中での水中葉形成の一連の実験から、フサモ属異形葉 

の形成について一般的機構図の作成を試みた（図 3 )。

気中葉をつけている植物を水中に沈めると水による植

本研究を進めるにあたり、神戸大学教養部生物学教室 

の角野康郎博士には多くの文献をはじめ、研究内容につ 

いての助言や便宜をはかっていただきました。また、兵 

庫教育大学教授山田卓三博士には指導教官として終始懇 

切なる御指導をいただきました。あわせてここに感謝の 
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図 3 . フサモ属異形葉形成のスキーム
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アツケシソウ〃こぼれ話

納 田 美 也

(香川大学教育学部)

アツケシソウは北海道の厚岸で発見されたところから 

その地名にちなんで*アツケシソウ〃の和名がつけられ

写真a :開花時のアツケシソウ

たが、塩分のある砂地で生育する北方系の絶対塩性植物 

なのである。従って北海道では自然海岸に自生している

写真!）（上） ：枝条架による製塩が行われていた頃の屋 

島塩田 （ 1968年）

" c  (下） ：塩田跡にできたアツケシソウ群落第 7回全国集会講演集録n
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